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●多摩市

VLP活用のねらい
不登校の児童・生徒へ個々の状況に合った学びの場・居場所を提供
日本語指導を受けている児童・生徒へ学びの場・居場所を提供

対象生徒・児童
不登校の児童・生徒
日本語指導を受けている又は受けていた児童・生徒

運営時間
平日 ８時から１８時まで※土日祝はお休み
月 １５時から１７時まで コアラタイムオンライン
夏休みの長期休業期間

活用方法
コアラタイムオンライン
スーパーバイザーである高等学校教員による毎回テーマを設けたSST
夏の日本語おはなし会
講師による、母語等を用いての日本語指導や支援等の交流

【前期】
前期から後期にかけて、通年、ＶＬＰの３Ｄ仮
想空間の中で、現実世界の適応教室のコアラタ
イムをVLPでも企画し、毎週行うイベントでは、毎
回テーマを設けたソーシャルスキルトレーニングを実
施したり、部屋の中で歓談したりゲームをする等、
様々な交流を行った。
日本語指導では、学校が休みとなる夏休みの
長期休業中に、日本語に触れ学習を継続する
機会を提供するため、「夏の日本語おはなし会」
を行った。

【後期】
小中学校の教職員に対し、デキタスの出前説明
会を実施した。希望のあった学校には併せて、VLP
の説明と操作体験を行った。
（令和８年３月現在、６校で実施。）
・出前説明会の内容
デキタスの説明１５分
教職員の操作体験１５分
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●多摩市

児童・
生徒

• ログインポイント制度をきっかけに継続的にア
クセスするようになり、ログイン時間も夕方や
夜から徐々に昼間、さらに朝の時間帯へと
移行し、最終的には「毎朝ログインする」とい
う安定した習慣を自分で作ることができた。
話題にも変化が生まれ、当初は、ログインし
ても家庭で食べたごはんやおやつなど、日常
の家庭内の話題が中心だったが、朝のログ
インが定着してからは体育祭など学校での
出来事に触れるようになり、学校生活との
つながりを自ら取り戻していく好影響が見ら
れた。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 年度途中にログインポイントが貯まり称号が付与される仕組み
が始まったことで、称号獲得を目標に継続してログインする児
童・生徒が現れ、オンライン参加の習慣化という成果を得られた。
ログイン後すぐ退出する場面もあったが、「入室する」行動が継
続できたこと自体が大きな好影響であり、その後の関わりにつな
がる土台となった。

 東京都が開催するクイズやオンライン牧場訪問等のイベントにつ
いては、支援員が児童・生徒と一緒に参加する形で案内するこ
とで、「１人で参加するのは不安」という気持ちに寄り添いなが
ら心理的ハードルを下げ、実際の参加につながる好影響があっ
た。

 今後は、出前説明会の実施を継続するとともに、仮想空間内
の交流支援を行う相談員を配置し、学校現場での案内に用い
る資料の充実を進めることで、アカウント配布後の初回ログイン
やイベント参加につながる働きかけを強化する。

 あわせて、児童・生徒が「参加してみたい」と感じられるよう、興
味・関心を引き出す企画の充実を図る。具体的には、テーマ設
定を工夫したソーシャルスキルトレーニングや、ゲーム・交流等を取
り入れた参加しやすいプログラムを継続的に実施し、参加後の
満足感や「また来たい」と感じられる経験を積み重ねることで、
継続的な入室と交流の増加につなげていく。

利用者の声

• 学習支援ソフト「デキタス」を活用したことで、
短時間動画と問題演習の組合せにより理
解と定着が進み、学習の遅れを抑える成果
を得られた。ポイント付与等で達成感が得や
すく、学習への抵抗感が和らいで継続に好
影響があった。自宅や校内別室でも学習で
きることで学習機会の確保と保護者の安心
感につながり、学習状況の見える化により個
別支援や家庭連携も進めやすくなった。
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